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1. はじめに 
第 7 回を迎えた 2013 年度アニマルサイエンス学科
海外実習は、米国ハワイ州オアフ島で 2013 年 9 月 2
日出発、9 月10 日帰国という9 日間実施された。片道
の飛行時間 8 時間から 9 時間といういままでの海外実
習としては遠方になる実習先であった。また、ハワイ州
ということで多くの学生から参加希望があり、抽選を
行い最終的に上野原キャンパスから 24 名、千住キャン
パスから18 名の計 42 名、引率教員 2 名で実施された。
熱帯のパラダイスといわれる観光地といわれるハワイで
もあり、実習をすすめる上で気を配った点が多くあっ
た。今後、海外実習を実施する際の参考になればと
思い、実習前準備、現地の視察先、実習後の参加学
生へのアンケ トー結果についてまとめてみた。
2. 出発前の事前準備 
2.1 日程説明会、勉強会、安全管理説明会の実施 
抽選で参加学生が決定された後、実習日程に関す
る説明会が 2 回実習に添乗される日洋航空の長澤氏
によって行われた。また、参加する学生の顔合わ
せ、実習先の勉強会を 4 回、出発直前には上野原と
千住の学生の初顔合わせを行い、用意した「海外実
習安全の手引き〜米国ハワイ実習〜」を使用して海
外実習の安全管理に関する説明を行った。勉強会が
夏休み中行われたこともあり、全員の参加はむずか
しかったが、合計 7 回の事前準備会を行った。なお、
上野原からの学生 24 名に対しては個人面接を行い、
海外経験や不安点を事前に把握した。 
2.2 実習日誌の配布 
今回の実習のために実習日誌を用意し、参加学生
に配布し、事前勉強会も含めて記録をとることを伝
えた。また実習終了後には引率教員に提出すること
も指示した。 
3. 海外実習のスケジュール 
表 3.1 に示すように最終日の自由行動以外は、毎
日視察場所が予定された実習スケジュールであっ
た。視察場所によっては、人数制限があったので 2
グループ等で対応するようにした。宿泊は、米国の
学生と接する機会があるように前半をハワイ大学マ
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ノア校学生寮、後半はワイキキビーチから 3 ブロッ
クの位置にあるコンドミニアムに宿泊した。図 3.1
は、マノア校学生食堂での夕食の様子で図 3.2 はマ
ノア校のキャンパス入口である。また、図 3.3 のよ
うに毎晩その日の振り返りと次の日の注意事項を説
明する会を開催した。
4. 現地の視察先 
4.1 Hawaii Fi-Do 
視察先は、まずワイキキから北へバスで 1 時間ほ
どのところにあるノースショア近郊の Hawaii-Fi-Do
からはじまった。一般家庭の広々とした庭で訓練用
の広場とドッグランがあり、日本では考えられない
「サービスドッグ」と「セラピードッグ」の両者の
育成と活動を同じ活動団体が行っていた。図 4.1.1、
図 4.1.2、図 4.1.3 のようにサービスドッグ育成の資
格をもつ Susan Luehrs 氏と Loren Lasher 氏によっ
てそれぞれの講義と実演を視察した。サービスドッ
グの目的は、ハンドラーをサポートできることであ
り、適正を見極めるために生後 2 〜 3 か月でトレー
ニングを開始し、1 年半から 2 年でサービスドッグ
か、セラピードッグの適性を決定している。子犬
は、忍耐が必要なので順をおって訓練し、優秀な犬
を交配するために人工授精を行っているとのことで
あった。セラピードッグの目的は、対象となる人に
愛（Love）を与えることであり、活動場面は、病院、
ホスピス、学校、老人ホームで活躍している。大切
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図 3.1　ハワイ大学学生食堂での夕食
図 4.1.1　Hawaii Fi-Do の Susan Luehrs 氏による実演
図 4.1.2　Hawaii Fi-Do での子犬のトレーニング風景
図 3.2　ハワイ大学マノア校
図 3.3　ハワイ大学学生寮での夜のミーテイング
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なことは、犬が清潔であり、勝手に施設に持ち込む
ことはできないとのことであった。興味深い訓練方
法として禅トレーニングという犬の目の前に餌を置
き、どれだけ忍耐強く耐えられるかのトレーニング
を行っている。図 4.1.4 は、Hawaii Fi-Do のトレー
ニング場で撮影したスタッフ、ボランティア、セラ
ピードッグといっしょの写真である。
4.2 Oahu SPCA 
Hawaii-Fi-Do 視 察 後 に OahuSPCA（the Oahu 
Society for the Prevention of Cruelty to Animals：
オアフ動物愛護団体）を視察した。4 年前に設立さ
れた比較的新しい組織で全て寄付金で成り立ってい
る「殺処分ゼロ」をスローガンとする動物愛護団体
である。2012 年には 2000 人のボランティアのもと約
3,000 頭の動物を保護したとのことである。図 4.2.1と
図 4.2.2 のように野良犬や猫が半分で残りの半分は、
飼い主の事情によって飼えなくなった犬や猫であった。
約 700 人のスタッフがこの施設に登録されているが、
常にいるのは 20 人程度とのことであった。今回施設
の案内を担当された Adoptions Coordinator の Sara 
Mays 氏によれば、毎日、75 頭の犬と 100 頭の猫を
世話しているとのことであった。図 4.2.3 は、施設前
での Sara Mays 氏との写真である。
4.3 ジャングルツァー、マノア滝ツァー、
イルカウォッチング 
アロハアイナ（ハワイ語で「地を愛する」意味）エ
コツァーズの小野カイル氏とガイドの長坂まり子氏に
ジャングルツァーとマノア滝ツアーを案内された。図
4.3.1、図 4.3.2、図 4.3.3 のようにハワイの自然を維
平成 25 年度アニマルサイエンス学科ハワイ海外実習を終えて
図 4.1.3　Hawaii Fi-Do の Loren Lasher 氏による実演 図 4.2.1　Oahu SPCA で保護されている犬
図 4.2.2　Oahu SPCA で保護されている猫
図 4.2.3　Oahu SPCA Sara Mays 氏とともに
図 4.1.4　Hawaii Fi-Do スタッフ、ボランティア、
そしてセラピードッグとともに
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持するための様々な努力が説明され、ハワイの現実と
自然保護の大切さを体験したツァーでした。そして今
回の目玉でもあるオアフ島西海岸での野生のイルカ、
ウミガメ、熱帯魚をスノーケリングしながらみるイルカ
ウォッチングだった。図 4.3.4 は、ワイアナイ・ボ トー・
ハーバーでの出港前の写真である。図 4.3.5、図 4.3.6、
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図 4.3.1　小野カイル氏案内によるジャングルツアー
図 4.3.2　長坂まり子氏案内によるジャングルツァー
図 4.3.3　マノア滝
図 4.3.4　イルカウォッチングへ出港
図 4.3.5　オアフ島西海岸海底での野生イルカの群れ
図 4.3.6　オアフ島西海岸海底のエイ
図 4.3.7　オアフ島西海岸海底の熱帯魚
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図 4.4.1　Hawaiian Humane Society 施設見学前の講義
図 4.4.4　施設で使われている IC チップリーダー
図 4.4.2　Hawaiian Humane Society の猫舎
図 4.4.5　Hawaiian Humane Society 前にて
図 4.4.3　Hawaiian Humane Society の犬舎
図 4.3.7 は、水中カメラで撮影した野生イルカの群れ、
エイ、熱帯魚の写真であるが、日本では見られない
とても迫力があった体験であった。
4.4 Hawaiian Humane Society 
イルカウォッチング後の夕刻にワイキキでは歴
史のある 1883 年に設立された Hawaiian Humane 
Society （ハワイ動物愛護団体）を視察した。図 4.4.1
のように学生全員が入れる個室で英語による講義
（パワーポイントは日本語訳付きであった）ではじ
まった。Oahu SPCA との大きな違いは、ハワイ
州から援助を受けていること、安楽死による殺処
分を行うことであった。Oahu SPCA と連携して
いることはなく、図 4.4.2 と図 4.4.3 のように施設
自体もとてもきれいであった。保護された動物た
ちの識別に図 4.4.4 のような IC チップリーダーを
使用していた。スタッフ数は 60 人でボランティア
は 600 人とのことであった。図 4.4.5 は、施設入口
での写真である。
4.5 マルヒア病院 AAA 
マルヒア病院は 1923 年に設立された高齢者介護
施設であり、「テールオブアロハ」という非営利団
体が運営している AAA（動物介在活動）を視察し
た。まず、その病院をよく訪問しているハンドラー
と犬のペアが紹介された。その紹介されたペアのう
ち図 4.5.1 のホーレン氏と愛犬ベイブ（6 歳）がと
ても印象的であった。ベイブは前肢がなく、獣医師
から安楽死をすすめられたが安楽死はせずに障がい
をもった犬を障がいのある子どものところにつれて
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いくことで勇気を与えていると説明していた。図
4.5.2 は、ホーレン氏のもう一匹の愛犬ハッピーと
学生たちである。図 4.5.3 は、病院視察前のスタッ
フ紹介中の写真である。病院内の患者は主に高齢者
で動物の訪問をいつも楽しみにしている日系の高齢
者が多かった。日本からの学生ということで日本の
歌を合唱するというハプニングもあり、入所者さん
が大変感激していた。図 4.5.4 は視察終了後にマル
ヒア病院 AAA スタッフとボランティアといっしょ
にとった写真である。
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図 4.5.1　マルヒア病院 AAA ボランティアの
ホーレン氏と愛犬（ハッピーとベイブ）
図 4.5.2　ホーレン氏の愛犬ハッピーとともに
図 4.5.4　マルヒア病院 AAA スタッフ、ボランティア、そしてセラピードッグとともに
図 4.5.3　マルヒア病院 AAA 視察前のスタッフ紹介
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4.6 米国赤十字社犬猫救急処置プログラム 
今回の海外実習の目的である米国赤十字社犬猫救
急処置プログラム受講と資格取得のためにハワイ州
赤十字社本部を訪問した。人数の関係から学生を二
つのグループに分けて受講した。図 4.6.1 と図 4.6.2
のような講義と実習 3 時間後に筆記試験があり学生
諸君は緊張したが、全員無事に合格しました。図4.6.3
と図 4.6.4 は、資格取得後のほっとした表情の学生
たちの写真である。
平成 25 年度アニマルサイエンス学科ハワイ海外実習を終えて
図 4.6.1　Alofa Ogagalito 氏による犬猫救急処置
プログラム実習風景
図 4.6.2　Alofa Ogagalito 氏による犬猫救急処置
プログラム実習風景
図 4.6.3
米国赤十字社犬猫救急処置プログラム
資格取得後（小川グループ）
図 4.6.4
米国赤十字社犬猫救急処置プログラム
資格取得後（近藤グループ）
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4.7 ホノルル動物園とビショップミュージアム 
ワイキキビーチに面するホノルル動物園を視察し
た。園内からワイキキの高層ビルがみえる動物園で
あるが、動物のことを配慮している点が印象的で
あった。図 4.7.1 が動物園の外から時々首と頭がみ
えるというキリン、図 4.7.2 は園内によくみかける
「Respect the Animals!」という注意書きである。図
4.7.3 はエンリッチメントを十分考えたサル園の前
での写真で、図 4.7.4 と図 4.7.5 は動物園入口の様子
である。学生諸君の印象は、スペースが広く動物の
ことをよく配慮しているという意見が多かったが、
残念ながら週末なのに来場者がそれほど多くなかっ
た。次にホノルルで有名なビショップミュージアム
を視察した。図 4.7.6 のようにハワイとポリネシア
地域の文化に関する美術工芸品を数多く所蔵するハ
ワイでは有名な博物館であった。もう少し、じっく
りみる時間がほしかったという学生からの意見をも
らっている。
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図 4.7.1　ホノルル動物園のキリン
図 4.7.4　ホノルル動物園入口（小川グループ）
図 4.7.5　ホノルル動物園入口（近藤グループ）
図 4.7.6　ビショップミュージアム
図 4.7.2　ホノルル動物園内での注意書き
図 4.7.3　ホノルル動物園のサル園をバックに
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4.8 最終日 
最終日は、学生諸君が 1 日中自由行動のとれる日
だった。図 4.8.1 のようにワイキキビーチを散歩し
たり、イルカの水族館を見学したり、有名なショッ
ピングモールへ行くなどハワイ最終日を楽しんだ。
最終日の夕食は、図 4.8.2 のようにワイキキビーチ
のレストランでバーベキュースタイルの夕食を全員
で満喫した。
5. 実習後のアンケート調査結果 
上野原キャンパスは 24 名の学生が参加し、アン
ケートを答えた学生は 19 名、千住からの学生は、
18 名が参加し 15 名が回答した。まず、図 5.1 に示
す印象にのこった研修場所については、両キャンパ
スとも第一位がイルカウォッチングで野生イルカを
目の前にしたことが印象深かったようだった。次に
上野原の学生の第 2 位は、マルヒア病院での AAA
平成 25 年度アニマルサイエンス学科ハワイ海外実習を終えて
図 4.8.1　ワイキキビーチをバックに 図 4.8.2　最終日の夕食会
視察、千住の学生の第 2 位は、Hawaiian Humane 
Society 視察だった。第 3 位には、両キャンパスと
も米国赤十字社犬猫救急処置プログラム資格取得が
あげられていた。第 2 位については各キャンパスに
よる興味の違いがでているように感じた。今回の実
習に関する満足度は、図 5.2 に示すように両キャン
パスの学生ともほぼ全員が「ほぼ満足」以上という
結果であった。
図 5.1　印象に残った研修場所（複数回答可）
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6. まとめ 
今回の実習では、米国赤十字社犬猫救急処理プロ
グラムの資格を取得できたことが大きな目標達成と
いえる。提出された実習日誌をみると英語が通じず
これから是非英語力をつけたいという意見と 2 か所
の動物愛護団体を視察し、比較できたことはとても
勉強になったとの意見が多くあった。印象に残った
研修場所第一位であるイルカウォッチングでの野生
イルカを目の前にした体験は一生わすれないと思
う。英語の苦労はあったと思うが、是非とも今回の
海外実習の経験を学生諸君の今後に生かしてもらい
たいと期待している。
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図 5.2　実習の満足度
